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内科領域感染症10例 に対す るTA-058の 治療成績 を報告する。

対象は肺炎9例,急 性腎 盂腎炎1例 で,TA-058を1日2～4g静 注 または点滴静注 し,以 下の

成績 を得た。

細菌学的効果は,起 炎菌消失4例 で,そ の内訳はH.influenzae 2例,溶 連菌1例,E.coli 1例

であった。効果不明例 は5例 で,他 の1例 では溶連菌か らE.cloacaeへ の菌交代 が認め られた。

臨床的効果 は,著 効3例,有 効5例,や や有効 は2例 であった。

副作用は認 められなかった。臨床検査 では,1例(1日4g)で 好酸 球増多が認め られ たが,発 熱

や皮疹な く,肝 機能障害 も認め られなかった。

以上 よ り,TA-058は 内科領域感染症に有用であ ることが示唆 された。

は じ め に

TA-058は 田辺 製薬 株 式 会社 で開 発 され た 注射 用 抗 生

物 質 で,6位 側 鎖 にN-メ チ ル-D-ア スパ ラギ ンを結 合

した アモ キ シ シ リン誘 導 体 で あ り,Fig.1の 構 造 を有

す。 本 剤 は強 い殺 菌作 用 を有 し,in vivoに お け る効 果

が 優れ てい ると いわ れ て い る1)。

今回,わ れ われ は10例 の 内科 領 域 感染 症 に 本 剤 を使

用 し,臨 床 効 果 を検 討 したの で その 成 績 を報 告 す る。

Fig. 1 Chemical Structure of TA - 058

(2S, 5R, 6R)-6-•k2R-2-(2R-2-amino-3- N- methyl 

carbamoyl propionamido) - 2 - (4- hydroxyphenyl) - 

acetamido•l-3, 3-dimethy1-7- oxo- 4-thia - 1 - azabi-

cyclo •k3, 2, 0•l heptane-2-carboxylic acid trihy-

drate

方 法

1. 対 象

対象は10例 で,全 例入院患者で男6例,女4例,年

齢は30歳 か ら79歳 におよび,平 均年齢ば53歳 である。

1例 は尿路感染症であ るが(症 例10),他 の9例 は呼吸

器感染症で,い ずれ も肺 炎である。基礎疾患は5例 にみ

られ,気 管支喘息1例,気 管支喘息+肺 気腫1例,塵 肺

1例,胃 癌1例,強 皮症1例 であった。なお症例6と9

は胸膜炎を合併 していた(Table 1)。

2. 投与方法ならびに投与量

6例 は点滴静注,4例 は静注であった。溶解液は生理

的食塩水,ブ ドウ糖液,ソ リタT3号 等 を用いた。投与量

は1日29が5例, 49が4例 で,症 例5で は1日49

静注 し,の ちに29を 静注 した。投与期間は7～39日 間

で,総 投与量 は14～154gで あった。

3. 効 果 判 定

臨床症状 の改善のほかに,胸 部 レ線所見,白 血球数,

CRP,血 沈 さ らに原 因菌 を分離 し得た ものはこの消長を

勘案 して,著 効 ・有効 ・やや有効 。無効 。判定不能の5

段階 に分けて判定 した。

4. 成 績

臨床症状では9例 の 肺 炎に咳,痰,胸 部痛,呼 吸困
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Table 1 Clinical results of TA-058

難,ラ 音がみ られたが,本 剤の投与に よりこれ らの改善

または消失がほとん どの症例でみ られた。腎盂腎炎例 で

は腰痛,頭 痛,残 尿感があ ったが,TA-058投 与4日 目

に症状はすべて消失 した。胸部 レ線所見では,本 剤投与

後に浸潤影の改善,消 失が全例でみ られた。発熱は38。C

以上4例,37℃ 以上5例,37℃ 以下1例 で,TA-058

投与後9例 で改善,正 常化がみ られた。 この うち症例7

は投与後解熱傾 向にあったが,7日 目には39℃ の発熱

をみ,中 止,他 剤に変更 した。 白血球数は10,000以 上

5例,7,000以 上3例 で,こ れ らの うち7例 が投与後正

常となった。CRP陽 性のものは8例 にみ られ,い ずれ も

陰性化または改善がみ られた。血沈 は1時 間値100mm

以上2例,50mm以 上2例,20mm以 上2例,10mm

以上3例 で投与後有意 な改善は7例 でみ られた。

本剤使用前に喀痰よ り分離 された菌 は,H.influemae

2例,溶 連菌2例,S.faecalis+K.pneumoniae 1例

で,他 の4例 は常在菌 または 不明であった。 症例10の

急性腎盂腎炎では,尿 培養 でE.coliが 証明された。こ

れらのうち起因菌 と思われ るのはH.influenzae,溶 連

菌とE.coliで あった。S.faecalis+K.pneumoniae

の症例は,本 剤投与後 の臨床経過 と喀疲培養の結果 から

考えると起因菌の決定は困難 であった。 また溶連菌の1

例ではE.clcacaeへ の菌交代が認め られた。これ よ り

Fig.2 Case 8 M. I. 47 y. o., Pneumonia

細菌学的効果判定は,菌 消失4例,菌 交代1例,効 果不

明5例 であった。以上の諸成績 より,臨 床的効果は著効

3例,有 効5例,や や有効2例 と判定 した。

以下に症例 を示す(Fig.2)

症例8, 47歳 女性

強皮症で通院加療 中,入 院10日 前 より咳,発 熱,喘

鳴,関 節痛 がみ られ,胸 部 レ線 で肺炎 と診断 され入院。

TA-0582gを 生理的食塩水20mlに 溶解 し,ゆ っく

り静注 した。 これを1日2回 行 った ところ,第3病 日に

は平熱化 した。CRPは6+か ら7日 後に± とな り,血
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沈 も1時 間僚77mmか ら22mmと 改稗 した、、胸部 レ

線上陰影 も7日 後にはほぼ消失 した、 また畷の持纏 はみ

られ たが,痰 は消失 し,関 節痛 もとれ,ラ 音 も 消失 し

た。喀痰か らはH,influenzaeが 分離 され,本 剤投与 に

より消失 した.

5. 副 作 用

自 ・他覚的副作用は認め られ なかつた。検査成績 では

症例9に 好酸球増多が認め られた(投 与前1%が 投与後

8日 目に7%,17H目 には14%と な り投与中止後減少

した)。

考 察

TA-058は グラム陽性歯および グラム陰性菌(GNB)

に有効 と いわれている,新 規半合成 ペ:シ リン剤 であ

る。基礎研究に よりCBPCやPIPCに 比べ幾つかの優

れた点 を有 していることが判明 している。即ち,低 濃度

でよ り強 い殺菌作用を示すこ と,注 射後速やかに高 い血

中濃度(PIPCの 約2倍),お よび組織内濃度が得 られ,

半減期 も長 く,in vivoで の 活性 も 高いことなどであ

る1,2)。我々は10例 の内科領城感染症に 本剤を投与し,

著効3例,有 効5例,や や有効2例 の結果 を得た。いず

れ も1日2園 投与であるが,こ のうち5例 は1gの2回

投与 であ り,上 述の本剤の優れた特徴に よる結果と思わ

れ た。 また3例 のGNBに よる感染症 では著効2例,有

効1例 であ り,他 のGNBに 対す る効果は 不明である

が,H.influemaeとE.coliへ の有効性が確かめられ

たe

臨床検査 では好酸球増多が1例 認められたが,全 例に

副作用はみ られなかった。

これ らのことよりTA-058は,内 科領域感染症に有用

で安全な抗生物質 と思われる、
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TA-058 has been studied clinically, and the following results were obtained. 

1. TA-058 was administered to 10 patients; 9 respiratory tract infections, and 1 urinary tract 

infection. 

2. TA-058 was given intravenously at a daily dose of 1 to 4 g to these patients. 

3. Clinical response was excellent in 3 patients, effective in 5 and fair in 2. 

4. Laboratory examinations revealed eosinophilia in 1 patient. No side effects were observed.


